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95kDa

ST14

ST14; PRSS14; SNC19; TADG15; Suppressor of tumorigenicity 14 protein; Matriptase;
Membrane-type serine protease 1; MT-SP1; Prostamin; Serine protease 14; Serine protease
TADG-15; Tumor-associated differentially-expressed gene 15 protein
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、上皮由来の膜貫通型セリンプロテアーゼです。このプロテアーゼは、クニッツ型セリンプロテアーゼ阻害剤であるHAI-1と複合体を形成し、スフィンゴシン1-リン酸によって活性化されることが分かっています。このプロテアーゼは、肝細胞増殖因子/散乱因子、およびウロキナーゼプラスミノーゲンアクチベーターを切断・活性化することが示されており、このプロテアーゼが他のプロテアーゼや潜在性増殖因子の上皮膜活性化因子として機能する可能性が示唆されています。このプロテアーゼの発現は、乳がん、大腸がん、前立腺がん、および卵巣がんとの関連が指摘されており、癌の浸潤および転移における役割が示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：P1位にArgまたはLysを持つ様々な合成基質を切断し、P2位にAlaやGlyなどの小さな側鎖アミノ酸を優先的に切断する。,疾患：ST14の欠陥は、常染色体劣性貧毛性魚鱗癬（ARIH）[MIM:610765]の原因である。ARIHは、先天性魚鱗癬を特徴とし、正常よりも少ない毛髪量を伴う皮膚疾患である。,機能：細胞外マトリックスを分解する。乳がんの浸潤および転移に関与することが示唆されている。 P1部位としてArgまたはLysを有する合成基質を切断することで定義されるトリプシン様活性を示す。,類似性：ペプチダーゼS1ファミリーに属する。,類似性：ペプチダーゼS1ドメインを1つ含む。,類似性：CUBドメインを2つ含む。,類似性：LDL受容体クラスAドメインを4つ含む。,サブユニット：CDCP1と相互作用する。TMEFF1と相互作用する可能性がある。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ST14抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ST14抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	マトリプターゼポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

